
人権同和教育情報

人権教育は，全ての教育の基本
～人権教育に係る研究実践から～

人権同和教育課

文部科学省人権教育研究指定校 文部科学省人権教育総合推進地域事業

南種子町立西野小学校の実践 指定地域 日置市の実践

西野小学校は，令和元年度から２年度にかけて， 日吉地域にある日吉小学校，日吉中学校では，平

「自分が好き，友だちが好き，学校が好き，西之 成30年度から令和２年度にかけて，「個性を認め

が好き～自尊感情の育成・自己肯定感の高揚をめ 合い，豊かな仲間づくりをめざして～小中一貫教

ざして～」をテーマに，学級や授業づくりを中心 育を通した，学校・家庭・地域との連携・協力に

に実践研究を行ってきました。その実践の一つと よる取組～ 」をテーマに，実践研究を行ってきま

して，「共感的・支持的な人間関係を育むための した。日吉地域では，小中合同の人権教育推進委

学級経営を行う」ことをねらいとして取り組んだ 員会を開催し，「豊かな仲間づくり」を推進する

「学級の歩み」について紹介します。 ための職員研修や児童生徒の教育活動に関する企

画・運営等を協議して実践につなげました。

取組の一例として，宮丸太皷店の宮内礼治氏に

よる実演を取り入れた講演や中央大学人文科学研

究所の髙橋聡美客員研究員による児童生徒へのワ

ークショップを行ったり，人権感覚を高めるため

の小中合同の職員研修を実施したりしました。ま

た，家庭や地域に対しては，児童生徒の標語が入

った「人権カレンダー」や「人権ポスター」を配

布し，人権教育への関心を高めるようにしました。

【「学級の歩み」シート】

「学級の歩み」は，「つなぐ」という視点から， 【人権カレンダー】

学級が取り組んできたことを記録するとともに， こうした取組により，「先生は自分のよいとこ

子どもの言葉をもとに，子どもがどのように学級 ろを認めてくれている」と感じる児童生徒の割合

を見つめているかを記録したり，担任の学級づく が高くなり，また「自分にはよいところがある」

りへの思いを記録したりして，教育活動へ生かせ と考える児童生徒の割合が「全国の平均と比べて

るように工夫しています。 高い」という成果が得られました。

県研究指定「子どもの人権プロジェクト推進校」の実践
令和２年度は，18校（小学校10校，小中学校２校，中学校４校，県立学校２校）を指定し，「チーム

学校でつくる人権教育」に取り組むための体制づくりの充実を図る実践研究に取り組んできました。各

学校の実践については，県のホームページに掲載しますので，ぜひ自校における人権教育の充実に役立

ててください。 ◇ 鹿児島県のホームページから「子どもの人権プロジェクト」で検索

② 子どもの思い・担任

の思いをつなぐ。

① 気になる子どもを指導の

中心に据えるようつなぐ。

③ 自他の大切さをつな

ぐ（仲間づくり）。

④ 全教育活動を通して，

子ども同士をつなぐ。


